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の
期
末
手
当
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
１
０
３
号　

税
外
収
入
金

の
延
滞
金
等
徴
収
及
び
滞
納
処
分
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
１
０
４
号　

国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
る

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
い
、

軽
減
判
定
所
得
基
準
に
関
す
る
所
要

の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
１
０
５
号　

人
権
を
尊
重

し
多
様
性
を
認
め
合
う
ま
ち
を
実
現

す
る
条
例
の
制
定

　

人
権
に
関
す
る
施
策
の
基
本
事
項

に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
。

▼
議
案
第
１
０
６
号　

体
育
施
設
設

置
条
例
の
一
部
改
正

　

体
育
施
設
等
の
移
設
や
廃
止
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
１
０
７
号　

工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
（
市
庁
舎
等
複
合
施

設
新
築
工
事
）

　

契
約
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
（
追
加
契
約
金

額
６
０
５
０
万
円
）。

▼
議
案
第
１
０
８
号　

工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
（
市
庁
舎
等
複
合
施

設
新
築
に
伴
う
電
気
設
備
工
事
）

▼
議
案
第
96
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84
万
８
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
６
７
０
億
８
１

０
９
万
４
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
97
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
入
2
5
5
億
円
、
収
益

的
支
出
2
2
3
億
8
0
8
2
万
9
千

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
。

▼
議
案
第
98
号　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
議
案
第
99
号　

一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼
議
案
第
１
０
０
号　

市
長
等
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼
議
案
第
１
０
１
号　

モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
事
業
管
理
者
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
議
案
第
１
０
２
号　

市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
（
98
号
〜
１
０
２
号
）
人
事
院
勧

告
に
準
拠
す
る
な
ど
、職
員
、一
般
職

の
任
期
付
き
職
員
、
特
別
職
や
議
員

　

契
約
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
（
追
加
契
約
金

額
２
７
６
１
万
円
）。

▼
議
案
第
１
０
９
号　

工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
（
市
庁
舎
等
複
合
施

設
新
築
に
伴
う
空
調
設
備
設
置
工
事
）

　

契
約
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
（
追
加
契
約
金

額
２
８
０
万
５
千
円
）。

▼
議
案
第
１
１
０
号　

工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
（
市
庁
舎
等
複
合
施

設
新
築
に
伴
う
給
排
水
設
備
工
事
）

　

契
約
金
額
の
増
額
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
（
追
加
契
約
金

額
５
１
７
万
円
）。

▼
議
案
第
１
１
１
号　

指
定
管
理
者

の
指
定
（
広
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）

▼
議
案
第
１
１
２
号　

指
定
管
理
者

の
指
定
（
飯
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）

▼
議
案
第
１
１
３
号　

指
定
管
理
者

の
指
定
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

（
１
１
１
号
〜
１
１
３
号
）
各
施

設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
１
１
４
号　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
８
４

万
円
を
増
額
し
、総
額
を
６
７
１
億

８
２
９
３
万
４
千
円
と
す
る
。

議
案
の
内
容

議　

案　

質　

疑
市
庁
舎
等
新
築
工
事

遅
れ
の
責
任
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理

国
方
議
員　

市
庁
舎
等
新
築

工
事
が
当
初
の
予
定
よ
り
も

遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

工
期
延
長
に
伴
う
追
加
経
費
や
処
罰

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　

工
期
延
長

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の

整
備
や
京
阪
神
の
物
流
施
設
整
備
な

ど
、
全
国
で
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
集
中
し
、
市
庁
舎
に
採
用
し
て
い

た
建
築
資
材
が
品
薄
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
窓
口
部
門
の

形
状
変
更
や
ガ
ラ
ス
部
分
の
補
強
な

ど
、
今
回
９
６
０
８
万
５
千
円
の
増

額
と
な
る
。
全
国
的
な
市
場
の
動
向

は
予
見
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
施
工

業
者
の
責
任
に
帰
す
こ
と
の
で
き
な

い
事
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
損
害
金

な
ど
の
請
求
や
処
罰
を
科
す
こ
と
は

予
定
し
て
い
な
い
。

中
谷
議
員　

今
年
度
末
で
閉

館
予
定
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
が
、
令
和
３
年
12
月
ま
で
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。
ま

た
、
同
館
３
階
に
あ
る
児
童
館
は
ど

う
な
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
解
体
後
は
、
生
涯

学
習
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
場
所
と
し

て
、
現
在
の
市
庁
舎
南
館
を
改
修
し

て
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
庁
舎

等
新
築
工
事
の
工
期
の
延
長
が
、
庁

舎
南
館
の
改
修
時
期
に
も
影
響
す
る

た
め
、
児
童
館
を
含
め
て
、
引
き
続

き
令
和
３
年
12
月
ま
で
運
営
す
る
よ

う
見
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
案
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、

２
名
の
議
員
が
聞
き
ま
し
た
。

議
案
質
疑

議
案
質
疑

QQ A

A

　

12
月
定
例
会
初
日
、
議
案
第

98
号
か
ら
１
０
２
号
の
５
議
案

に
対
し
、
横
田
隼
人
議
員
を
は

じ
め
３
名
の
議
員
か
ら
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
末
手
当
０
・
05
カ
月
分
の

減
額
措
置
を
行
う
改
正
案
に
対

し
、
０
・
１
カ
月
分
の
減
額
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
修
正
案
に
関
す

る
賛
否
は
ｐ
21
「
賛
否
が
分
か

れ
た
議
案
等
の
審
議
結
果
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
員
・
議
員
等
の

期
末
手
当
に

修
正
案
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一　

般　

質　

問

①
子
育
て
支
援

②
農
業
支
援

③
高
齢
者
移
動
支
援

④
専
門
職
員
の
適
正
配
置

竹
田
　
英
司

武
田
　
孝
三

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策

②
廃
棄
物
行
政

①
非
常
用
電
源
の
購
入
助
成

②
脱
炭
素
社
会

③
日
本
遺
産

④
L
E
D
ビ
ジ
ョ
ン

⑤
有
資
格
者
の
役
職
名

⑥
届
け
出
挙
式

①
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主

返
納

②
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
政
策
、
実
績
や
現
状

③
市
の
財
政

①
副
市
長
の
海
外
視
察
研
修

②
ミ
モ
カ
美
術
振
興
財
団

③
綾
歌
森
林
公
園

④
提
案
型
協
働
事
業

⑤
城
東
小
学
校

⑥
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

国
方
　
功
夫

①
聖
池
の
水
門

②
四
国
水
族
館

③
市
立
大
学
・
病
院

④
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
丸
亀

水
本
　
徹
雄

①
新
年
度
予
算
編
成
方
針　

（
市
単
独
事
業
・
人
事
院

勧
告
・
事
業
の
休
廃
止
等
・

新
市
民
会
館
・
城
乾
こ
ど

も
園
・
市
民
交
流
活
動
セ

ン
タ
ー
）

横
田
　
隼
人

大
西
　
　
浩

福
部
　
正
人
　

大
前
　
誠
治

①
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム

②
市
職
員
の
人
件
費

③
市
の
臨
時
職
員

④
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ま
る
が
め

①
学
校
図
書
館

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

松
浦
　
正
武

①
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
を
守

る
取
り
組
み
を
（
コ
ロ
ナ

対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
傷
病
手
当
金
）

②
市
庁
舎
等
解
体
時
の
ア
ス

ベ
ス
ト
飛
散
対
策

中
谷
真
裕
美

①
ニ
ッ
カ
リ
青
江
展

②
公
衆
ト
イ
レ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ

③
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

④
H
P
V
ワ
ク
チ
ン

⑤
国
勢
調
査

神
田
　
泰
孝

①
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
と

A
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
（
市
民
生
活
・
事
業

者
・
移
住
や
企
業
誘
致
・

東
　
　
由
美

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状
と
課

題（
差
別
意
識
、排
除
、忌

避
・
生
活
困
窮
者
支
援
・

島
し
ょ
部
の
感
染
対
策
）

飛
沫
防
止
対
策
と
し
て
ア
ク
リ

ル
板
を
設
置
し
て
お
り
、発
言
時

に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。

岡
田
　
　
剛

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援

②
学
校
等
で
の
性
被
害

③
広
域
防
災

④
わ
が
ま
ち
版
S
D
G
ｓ

内
田
　
俊
英

①
梶
市
政
の
相
談
体
制

②
高
齢
者
移
動
手
段

加
藤
　
正
員

①
児
童
虐
待
と
家
庭
内
暴
力

②
敬
老
記
念
品

三
宅
　
真
弓

①
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校

②
児
童
館

③
待
機
児
童
の
解
消
と
保
育

士
確
保

④
こ
ど
も
医
療
の
無
償
化

⑤
学
校
給
食

横
川
　
重
行

①
主
権
者
教
育

②
高
齢
化
社
会

③
断
ら
な
い
相
談
支
援
（
重

層
的
支
援
体
制
整
備
）

香
川
　
　
勝

①
梶
市
政
の
レ
ガ
シ
ー

②
飯
山
町
山
ノ
谷
交
差
点
周

辺
の
公
共
施
設
整
備
計
画

真
鍋
　
順
穗

19
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

施
設
使
用
料
）

②
ま
ち
づ
く
り
（
城
下
町
・

環
境
美
化
）

質
問
者
・
項
目　
太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

一
般
質
問
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一
　
般
　
質
　
問

香川　勝　議員

真鍋順穗議員

Ａ
総
務
部
長　

主
権
者
教
育
の

目
標
は
、
国
や
社
会
の
問
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自
ら

考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
新

し
い
主
権
者
像
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
一
例
で
は
、
成
人
式
の
際
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
選
挙
啓
発
に
関
す
る

こ
と
を
掲
載
し
た
り
、
模
擬
投
票
を

実
施
す
る
ほ
か
、
３
か
月
健
診
や
お

城
ま
つ
り
、
ま
る
が
め
婆
娑
羅
ま
つ

り
な
ど
、
各
種
行
事
を
通
じ
て
、
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
先
進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
支
え
が
必
要
で
あ
る
。
主
体
的
に
政
治
に
参
加
す
る
意
識

を
広
め
、
若
者
の
参
加
や
投
票
率
向
上
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
問
題
か
ら
社
会
問
題
ま
で
、
年
代
や
環
境
に
応
じ
た
題
材
に
よ
り
考

え
る
力
、
判
断
す
る
力
、
行
動
し
て
い
く
力
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
、
市
の

取
り
組
み
は
。

Ａ
都
市
整
備
部
長　

現
在
、
県

で
は
、
富
士
見
橋
の
橋
梁
工

事
の
予
備
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
工
事
計
画
は
決
定
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
各
道
路
の
右
折
レ
ー
ン

や
自
転
車
歩
行
者
道
の
整
備
も
、
富

士
見
橋
の
整
備
に
付
随
し
て
決
定
さ

れ
る
た
め
、
現
段
階
で
は
明
示
で
き

な
い
。
周
辺
地
域
に
は
建
物
も
多

く
、
影
響
が
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、

県
に
対
し
、
快
適
で
安
全
・
安
心
な

通
行
に
つ
な
が
る
工
事
計
画
の
早
期

提
示
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

飯
山
町
山
ノ
谷
交
差
点
周
辺
は
、
半
日
に
１
万
９
千
台
も
の
車
両
が

往
来
し
、
４
５
０
人
を
超
え
る
児
童
や
多
く
の
市
民
が
行
き
交
う
中
讃

地
域
の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
隣
接
す
る
大
束
川
は

度
々
氾
濫
し
て
お
り
、
早
期
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
の
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定
は
。

市議会では、議場見学も受け入れています

Q

飯山町山ノ谷交差点周辺

Q 山
ノ
谷
交
差
点

周
辺
整
備
は

主
権
者
教
育

そ
の
取
り
組
み
は
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横川重行議員

健
康
福
祉
部
長
　
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談

体
制
と
し
て
、
県
の
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」

や
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
、
就
労
に

向
け
た
支
援
機
関
「
さ
ぬ
き
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
あ

る
。
市
で
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

県
の
専
門
相
談
機
関
や
各
関
係
機

関
、
専
門
医
師
な
ど
と
協
議
し
、
支

援
に
努
め
て
い
る
。
未
然
防
止
策
と

し
て
は
、
支
援
開
始
時
に
家
族
や
支

援
者
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
早
期
回
復
に
至
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
る
。
自
宅
以
外
の
生
活
の
場
が
長

期
に
わ
た
り
失
わ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
い
じ
め
や
辛
い
経
験
か
ら
、

社
会
生
活
が
営
み
に
く
く
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
特
別
な

事
象
で
は
な
く
、居
場
所
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
る
。未
然
防

止
を
含
め
、
現
在
の
相
談
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

県では自立支援マップも

QＡ

武田孝三議員

総
務
部
長
　
指
摘
の
数
字

は
、
今
後
の
見
通
し
と
し

て
、
現
在
の
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
財
源
不
足

を
圧
縮
で
き
る
よ
う
歳
出
縮
減
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
令
和
２
年

度
予
算
で
は
さ
ら
な
る
歳
出
抑
制
に

取
り
組
む
ほ
か
、
今
後
、
毎
年
度
の

収
支
予
測
な
ど
を
監
視
し
な
が
ら
、

最
悪
の
事
態
に
至
ら
な
い
よ
う
、
持

続
可
能
で
安
定
し
た
財
政
運
営
を
目

指
し
て
い
く
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
と
比
べ
約
４
億
６
千
万
円
の
税
収
減
と
な

り
、
約
46
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
は
約
１
７
６
億
円
に
も
及
ぶ
財
源
不
足
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
や

地
域
産
業
へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
が
、
基
金
残
高
は
令
和
２
年
度

の
約
２
５
８
億
円
に
対
し
、
令
和
10
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
６

７
８
８
万
円
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
は
維
持
で
き
る
の
か
。

市民サービスを継続、向上させるために

QＡ

ひ
き
こ
も
り
と

居
場
所
づ
く
り

財
政
危
機

そ
の
認
識
は
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